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　とてもいい日和に中尾山の山頂にコスモスを見に行きました。皆さんとても喜んで「きれいね。きれいね」と

楽しそうでした。

　ご家族も、写真をみて「こんな笑顔は見たことない」と言われ、いつもは何にも語られないのに「きれいだっ

たよ」とお話されたそうです。

田上時恵（のがわの家スタッフ）

題字：江口　睦美 （カット：くさのあき）
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─  ２  ─

　１０月３日、水俣病不知火患者会がノーモア・ミナマタ訴訟を熊本地裁に提起しました。
　原告団・弁護団は、「私たちは、本訴訟において、『司法救済制度』を提案し、その確立を目指します。「司
法救済制度」とは、司法による水俣病被害者の救済手続です。裁判所が、水俣病被害者か否か及び慰謝料の額
を、最高裁判所判決を基本に据えて、認定するものです。また、司法認定を受けた被害者らに、充実した医療
費等の補償をすべきことも当然です。こうした抜本的な解決の仕組みを早急に確立し、３年以内に全ての水俣
病被害者の救済を目指す決意です。」（抜粋）とする声明を発表しました。この訴訟の概要は次の通りです。
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　◇　原　　告　　５０名（女性が約３割）
　　・年　　齢　　平均６７才（５０代から８０代まで）
　　・居住地区　　水俣市が全体の約４割、芦北町が全体の約２割、
　　　　　　　　　御所浦町が全体の約１割５分、その他鹿児島県出水市等
　　　
　◇　原告代理人　１７名（熊本・福岡の弁護士）
　◇　被　　告　　チッソ株式会社、国、熊本県
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　　各原告から、チッソに対して金８５０万円、国及び熊本県に対して金２１２万５０００円（不真正連帯）及び平成１６年１０月
１６日から完済まで年５分の遅延損害金を請求。総額４億２５００万円
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　◇　原告らは、平成１６年１０月１５日の最高裁判決を基本に据え、その後の行政の対応の不適切ないし不十分さから、
水俣病問題の最終全面解決の道を司法に求め、水俣病患者として、慰謝料等の請求をするもの。

　◇水俣病の病像
　　　現在の行政認定基準（昭和５２年判断条件）は、複数の症状の組合せを認定の条件とする厳しいものである。裁
判所は、昭和６０年の水俣病第二次福岡高裁判決以降、平成１６年の水俣病関西最高裁判決に至るまで、この基準に
対し、狭すぎると厳しく批判してきた。にもかかわら、行政は、現在まで上記基準を維持している。水俣病の多
彩な症状、病型の多彩さ等に鑑みると、病像を限定的に捉えるべきではない。従来からの司法認定基準である疫
学条件プラス四肢末梢性感覚障害、あるいは２点識別覚の異常があれば水俣病と認定すべきであり、この司法の
基準によれば原告らはいずれも高度の蓋然性をもって水俣病と認定される患者である。

　◇チッソの責任（民法７０９条に基づく不法行為責任）
　　　チッソ水俣工場がアセトアルデヒド廃水を放流し、これを放置した行為を原因として原告らは水俣病に罹患し
た。

　◇国と熊本県の責任（国家賠償法１条１項に基づく損害賠償責任）
　　　国は、昭和３４年１２月までに、水質二法に基づく規制権限を行使してチッソの廃水を規制すべき作為義務があり、
熊本県は、同月までに、熊本県漁業調整規則に基づく規制権限を行使してチッソの廃水を規制すべき作為義務が
あったにもかかわらず、いずれも昭和３５年１月以降においても規制権限を行使しなかったことは国家賠償法１条
１項の適用上違法である。国と県は、当該不作為により原告らを水俣病に羅患させ、その健康被害を拡大させた。

　◇請求する損害の内容
　　　チッソに対しては、慰謝料として８００万円、弁護士費用として５０万円。
　　　国と県に対しては、それぞれその４分の１（上記最高裁判決から）。
　　　両請求は不真正連帯の関係。

��������	
�������������	
�������������	
�����

��������	



─  ３  ─

��������	
���

　水俣病不知火患者会は１０月３日に国と熊本県、チッ

ソを被告にノ－モアミナマタ訴訟を提起しました（詳

細は左記概要）。

　この日は１陣として５０人の原告が提訴。大石利生原

告団長は熊本地裁前で「『ただいまから私たちは国家

権力に立ち向かうことになりました』と３６年前の第一

次訴訟提訴の日に渡辺栄三原告団長が述べた決意表明

を、私たちも繰り返さなければ救済されないのです。

今度こそ被害者が納得のいく救済をめざして頑張りま

しょう」とすべての被害者の団結と支援を呼びかけま

した。また、弁護団長の園田昭人弁護士は、裁判所による司法救済制度を確立し全ての水俣病患者を救済する

仕組みを作り上げると挨拶しました。

　弁護団長に園田昭人、事務局長に内川寛、事務局次長に寺内大介の各弁護士が就任しました。弁護団は総勢

２０人です。

　１１月１４日には２陣約５００人が、引き続き追加提訴の予定です。
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　ノ－モア・ミナマタ訴訟原告団・弁護団は１０月３０日、

水俣市文化会館で「全ての水俣病患者を救済するため

の１０・３０決起集会」を開きました。

　被害者を中心に市民や支援団体のみなさん、他の患

者団体など９００人を越す人たちが集まりました。集会

では二人の被害者からの訴えがあり、改めて水俣病被

害の深刻さが浮き彫りになりました。

　出水市前田に住む４０才代の男性は子どもの頃から水

俣病の症状や差別に苦しんだ経験を話しました。手の

感覚障害のため、仕事に就いても失敗が多くて何回も

辞めさせられ絶望のあまり自殺を図ったことを告白し

ました。

　また、７０才代の女性は社会的偏見などから、家族のことを気にかけながらも勇気をふるって訴える決意をし

たと話しました。二人の訴えは、参加者の胸をうちました。

　また、園田昭人弁護団長は、全ての水俣病被害者を司法の場で救済するしくみをつくるノ－モア・ミナマタ

裁判への参加を、大石原告団長はそのために全ての被害者の団結を訴えました。
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─  ４  ─

　介護に関わっているみなさんなら、すでにご存知のことと思いますが、英語で「Professinonal Environmento 
Assessmet Protocol」の頭文字をとって「ＰＥＡＰ」といいます。主に認知症の高齢者の方が快適に暮らしてい
ただける空間づくりのための指針のことです。
　①見当識への支援、②機能的な能力への支援、③環境における刺激の質と調整、④安全と安心の確保、⑤生
活の継続性への支援、⑥事故選択への支援⑦プライバシーの確保、⑧入居者とのふれあいの促進の８つの評価
項目からなっています。
　今般、このかなりの学術的なセミナーに、施設長が参加しました。
　施設長のセミナー報告と取り組みへの熱い訴えに、「私たちのホームでも是非とも取り組んでみたい」。
「入居者のみなさんが少しでも気持ちよく過ごせるところにしよう」と職員みんなが同じ気持ちになりました。
　リビングの時計はみんなが見えるように、もう少し下の位置に。寝て過ごすことが多いＴさんの部屋には季
節を感じてもらえるようにいつもお花を飾ってはどうでしょうか。サンルームは入居者同士で話をしながらく
つろぐところなので、いつでもお茶を飲めるように準備しておきましょう。リクレェーションの道具は出しや
すいように整理しておく。など…。
　この取り組みは始まったばかりの現在進行形です。
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　　☆よろしくお願いします☆
　　この度、三郎の家のグループホームではたらくことになりました。グル
ープホームの経験は今度が初めてなのでとまどうことばかりです。でも諸先
輩の助言を受けて日々勉強し頑張っています。�
　利用者のみなさんがとても生き生きとされています。すてきな笑顔を見せ
てくださった時には自分まで嬉しくなります。�

　利用者のみなさんにとってこの三郎の家が“本当の家のように、私たちが本当の家族のように”
近づけるように、心のこもったケアをしいていきたいと思います。�
　どうぞよろしくお願いします。�

　今年の９月よりキトさん家に
お世話になっています。職員の
みなさん、入居者の皆さんに温
かく迎え入れて頂きました。�
　私にとって自分の家がいちば
ん落ち着いて生活できる場所で
あるように、入居者のみなさんにとってもキト
さん家が落ち着き、安心して暮らせる場所とな
り、住み慣れた家として楽しい生活がおくれる
よう少しでもお手伝いが出来ればと思います。�

初めまして！�
　昭和５２年９月２７日生まれの
２８才です。津奈木に住んでい
ます。私はこの仕事の経験も
なく、まだまだ皆さんに教え
てもらうことばかりです。難
しい仕事ですがやりがいのある仕事だと感じ
ています。一生懸命頑張りますのでよろしく
お願いいたします。�
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　ＮＰＯみなまたニュース（７号）の表紙をかざってくれた渕上道信さん

がなくなられました。享年９１才でした。

　当初は入院先の病院を抜け出したりして周囲をはらはらさせていた渕上

さんでしたが、三郎の家に入居されてからはすっかり落ち着いた毎日を過

ごしておられました。

　ダイニングテーブルのご自分の席から、片肘をつき、お茶をすすりなが

ら、今も私たちファミリーを見守って下さってるように思えてなりません。

　三郎の家の日常には、多少のもめごともあります。渕上さんには、一家

の主として、最後に渇を入れ、諍いを収めていただいたことがありました。「さすが、男じゃな…」。み

んなからも尊敬のまなざしが注がれていました。

　若い、女性の職員をご自分の娘としてみてたのでしょうか。お客様がいらっしゃると、「ほう、お茶

ばいれんか…」と、目配せ。帰宅しようとすると、「夜遊びばかりして、イッチョン言うこときかん

…」と引きとめようとされていました。

　お体の具合が悪くなり入院が必要となりました。ご家族と話し合い、ぎりぎり限界まで三郎の家で過

ごしていただくことに。渕上さんが可愛がっていた猫のミーもベッドサイドの安楽イスから終日、離れ

ませんでした。夜はご家族が付き添われ、わたくし共と一緒にお父様の看病をなさいました。やさしい

お父様の思い出話は夜更けまで尽きることなく、父親のことをこんなにも語る、娘さんが実にうらやま

しいと感じたことでした。

　５月１８日静かに旅立たれました。渕上さん「ありがとう…」。ご冥福を、お祈りいたします。
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　現在８９才のＩさんは、若い頃から長年、炭坑の選炭婦として働いて

こられました。

　「どら、踊ろうか。あんた達、歌いなさい」と言って、スタッフや

の利用者のかたの歌や手拍子にあわせて踊ってくださいます。生き生

きと、とても８９才とは思えない身のこなしです。昔の歌はほとんど

知っていて、歌ってくださり利用者の方にもとても喜ばれています。

　以前のＩさんは徘徊があり、ご近隣とのトラブルが多かったそうで

す。デイサービスを利用されるようになって、次第に落ち着いて表情

も穏やかになられました。最近は、「私はこれ（デイサービス）にいく

のが楽しみ」と準備をして待っていてくださいます。

　そんなＩさんが言った言葉。「人間は顔じゃなく心。どんなことが

あっても真面目さと優しい心をもってさえいればよか」。今も昔も変わ

らないＩさんのお人柄を改めて知らされた思いです。
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─  ６  ─

　２００３年５月１６日に下された利水訴訟控訴審判決は

ダム本体計画にも直接大きな影響を与え、今年８月

２９日、熊本県収用委員会は土地収用法に基づく「迅

速な審理」という観点から、起業者である国土交通

省に対して収用裁決申請の取り下げ勧告を求めまし

た。これに対して国土交通省は、地元市町村議会決

議などで「ダム建設を前提とした」取下げに向け合

意形成をはかり、最終的に９月１５日に勧告を受け入

れるに至りました。その結果、ダム計画は白紙とな

りました。収用委員会の勇気ある決断に敬意を表し

たいと思います。

　ところで１年をメドに策定するとして注目されて

きた新利水計画の動きは、ここにきて計画概要（対

象区域と特定水源）が特定できない状況が続いてい

ます。先に行われたアンケート結果を見ると、対象

区域を１３７８�（当初計画時の対象区域の４０％）にま

で縮小させたにもかかわらず、その中で水が必要と

した農家は全体の７２％（うちダム利水は７４％程度）

となりました。詳述すると、事業対象区域内であっ

てもダム利水を望む農家は５０％弱という状況では農

水省が求めている８割～９割の同意（事業実施基準

仮同意率）には到底及ばず、新聞報道でいわれてい

るダム利水は現実のものとはなりません。

　そのため私たち原告団は、ダムによる利水事業を

前提としてきたために水の手当てに著しく遅れをき

たしてきた地域も存在することから、早期に対策を

講じるよう求め、そのためにはダムによらない農民

が主人公とした「六藤堰取水案（非ダム案）」の実

現にむけて取り組んでいます。ダム利水が目的から

外れることとなれば、さらに建設計画が中止が迫ら

れることは必至です。

　計画公表から４０年近くたった今もなお、ダム建設

に固執する国の姿勢に厳しい批判が集中する中、国

民の手に真の民主主義を取り戻すために、川辺川の

流域住民たちは今日も闘い続けています。
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　毎年恒例の川辺川現地調査会には、全国から多く

の人が集まってきます。そこで、「ダムの水はいら

ない」農家を実態を直接見て、聞いてダムの無駄や

農村の抱えた問題を学習します。そして、もうひと

つの、目的は豊かな食を生み出す人吉・球磨地方の

味を楽しむことです。

　今年のキーワードは「地産地消とスローフード」

私は辛子レンコンつくりに参加しました。大交流会

では鮎の塩焼きをはじめ、定番のバーベキュー、そ

して五木の豆腐の冷奴、さくさく牛蒡天、茄子の辛

子味噌和え、南瓜やニンジン、干し筍や椎茸、全て

の食材を現地調達です。各農家自家製の漬物もあり、

おにぎりのお米はもちろん相良産。おいしく楽しい

現地調査、迎える農家のご婦人方が縁の下で支えて

います。なぜ裁判で国に勝ったか、その理由を垣間

見た調査会でした。

��������	
�����	��������



─  ７  ─

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������
��������	
���������������

　転機は、１９７３年３月２０日の水俣病第一次訴訟判決である。

　判決が確定したこの年で１９００人を超す人たちが認定申請をした。政府はすで

に１９７１年８月に、感覚障害だけの水俣病を認めていた。そして、１９７３年１２月ま

でに患者団体と昭和電工、チッソとの間で判決をもとに補償協定が結ばれてか

ら事態は一変した。それまで、水俣病の認定は判決で公序良俗に反するとされ

た見舞金契約の水準に対応していたが、今後は補償協定の水準に対応する。

　そこで、政府は、１９７７年７月に、感覚障害と運動失調など組み合わせで水俣

病とする判断条件に改悪した。水俣病患者大量切捨て政策が始まったのである。

　しかし、１９９５年１２月１０日、政府は、水俣病全国連の粘り強い闘いの前に、

１９６８年以前から水俣地域に住み四肢末端に感覚障害がある者を救済する解決策

を打ち出さざるを得なかった。その結果、政府解決策により合計で１２３７０人が救済された。

　この救済の基準は、藤野医師らが１９７５年ごろ不知火海に浮かぶ桂島の全住民全員を検診した結果による。

被害を明らかにすることがまず出発点であった。

　なぜ藤野医師は救済の基準を明らかにし得たのか、国の政策を転換した力はどこにあったのか。と同時

に、なぜ今また水俣病問題が再燃したのか。どうすれば解決できるのか。その疑問にも答えてくれる貴重

な本である。

　ぜひ御一読願いたい。
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　前号でもお知らせしましたが、本冊子は水俣病認

定申請者の現状を知らせ、隠れた水俣病患者が検診

を受けやすい環境をつくるために役立てばとの思い

を込めて当法人が発行しました。

　水俣病関西訴訟最高裁判決後に協立クリニックに

検診に訪れた水俣病被害者の症状のデータを分析し

ているほか、水俣病とは何かと題した対談、低濃度

汚染に対する日本や世界の取り組みなどもわかりや

すく掲載されています。

　一般市民だけでなく、水俣病や環境問題の学習に

使いたいと全国の学校、病院、環境団体から注文が

相次いでいます。残り２００冊になりました。

��������	
������

������������
　水俣病が特集されています。
　７月９日～１０日に開かれた「第２２回天草環境会議」
での講演と座談会で構成されています。
������

　　水俣病問題は終わっていない……原田正純
　　水俣病問題の残された責任………宮本憲一
　　水俣病―その技術的側面…………宇井　純
　　水俣病の実像………………………高岡　滋
　【座談会】今、なぜ水俣病問題か―公式発見５０年に

向けた課題を考える
　高岡滋医師（協立病院総院長）は、水俣病の検診受
診者の実情、感覚障害の内容、水俣病をめぐる医学の
問題点について述べています。
　水俣病に関する現状と課題がよくわかります。
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＊お問い合わせ、ご入り用の場合はＮＰＯみなまた事務局へ＊
�０９６６－６２－９８２２　�：０９６６－６２－１１５４　npo@minamata.org
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８月２日　管理者研修会（～５日・天寿園）
　　１８日　のがわの家実地調査
　　２４日　介護部会
９月１４日　介護部会
　　１０日　グループホーム連絡会交流研修会
　　１６日　ＮＰＯみなまた理事会
　　２８日　第三者評価に関する研修会（鹿児島）
１０月１日　県認知症高齢者研修会
　　４日　介護サービスシンポ（鹿児島）
　　１９日　介護部会
　　２１日　のがわの家へ研修受け入れ
　　３０日　水俣こころフェスティバル
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８月８日　水俣病被害者の会世話人会
　　１８日　水俣病公式発見５０年事業部会
　　２２日　環境省新保健手帳説明会
　　２７日　川辺川現地調査
　　２８日　不知火患者会決起集会
９月１１日　森脇・豊田両氏の古稀祝い（東京）
　　２１日　ノーモアミナマタ訴訟原告団結成
　　２８日　環境省、新保健手帳説明会
１０月３日　ノーモアミナマタ訴訟提訴
　　５日　水俣病公式発見５０年事業部会
　　１５日　水俣病被害者の会世話人会
　　３０日　不知火患者会決起集会
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☆出版祝賀会のお知らせ☆
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　水俣病問題がめまぐるしく展開しています。今号の発
行遅れもそのせいといえなくも…。どうかご容赦くださ
い。皆さまのご意見・ご感想をお待ちしています。また、
ご寄稿いただくことも大歓迎です。


